
ホ
ン
ダ
は
交
通
事
故
死
者
数
が
ピ
ー
ク
と
な

っ
た
１
９
７
０
年
に
安
全
運
転
普
及
本
部
を
設

立
し
、
お
客
様
に
商
品
を
正
し
く
理
解
し
て
使

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
安
全
教
育
を
「
人
か
ら

人
へ
の
手
渡
し
の
安
全
」
と
危
険
を
安
全
に
体

験
す
る
「
参
加
体
験
型
の
実
践
教
育
」
を
基
本

に
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
は
、
運
転
者

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
各
年

代
に
応
じ
た
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
今
年
３
月
、
安
全
運
転
普
及
本
部
は
、

身
体
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
福
祉
に
関
わ

る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
が
、
よ
り
安
心
・
安
全
に

自
由
な
移
動
が
で
き
る
よ
う
、
車
両
運
転
時
の

安
全
性
確
保
に
向
け
た
教
育
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
福
祉
関
連
施
設
お
よ
び

福
祉
関
連
団
体
の
協
力
の
も
と
、
ホ
ン
ダ
の
特

例
子
会
社
で
多
く
の
障
が
い
者
が
働
い
て
い
る

ホ
ン
ダ
太
陽
（
株
）、
そ
し
て
（
株
）
レ
イ
ン
ボ
ー

モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、（
株
）
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
ン

ド
と
共
同
で
安
全
運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。

４
月
よ
り
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
に
導

入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
四
輪
で
の
運
転
復
帰

や
社
会
参
加
を
め
ざ
す
身
体
に
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
が
安
全
運
転
に
必
要
な
「
走
る
」「
曲

が
る
」「
止
ま
る
」
と
い
っ
た
基
本
行
動
を
実

車
走
行
に
よ
る
体
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
運
転

操
作
・
感
覚
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
自

操
安
全
運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
福
祉
に
関
わ

る
運
転
を
行
う
方
々
の
よ
り
安
心
・
安
全
な
ド

ラ
イ
ブ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
「
移
送
安
全

運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
る
。

ま
た
、
下
肢
に
障
が
い
を
お
持
ち
で
、
両
上

肢
で
の
運
転
操
作
が
可
能
な
方
に
向
け
た
、
簡

易
型
四
輪
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
ホ

ン
ダ
セ
ー
フ
テ
ィ
ナ
ビ
用
「
手
動
運
転
補
助
装

置
」
を
開
発
し
発
売
し
た
。

こ
れ
ら
福
祉
関
連
安
全
運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は

じ
め
、ホ
ン
ダ
は
今
後
も
ヒ
ト
を
中
心
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
普
及
に
努
め
て
い
く
考
え
だ
。

ホ
ン
ダ
は
こ
れ
ま
で
も
、
ク
ル
マ
や
バ
イ

ク
に
乗
っ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者

や
自
転
車
利
用
者
な
ど
交
通
社
会
に
参
加
す

る
す
べ
て
の
人
の
安
全
を
追
求
す
る
た
め
、

「Safety
for
E
veryone

」
と
い
う
考
え
の

も
と
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
技
術
の

進
化
や
法
規
制
と
い
っ
た
世
の
中
の
変
化
に

合
わ
せ
、
ホ
ン
ダ
と
し
て
究
極
の
目
標
で
あ

る
「
事
故
ゼ
ロ
」
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
実

現
を
め
ざ
す
た
め
、「
予
防
安
全
」
に
対
す

る
取
り
組
み
を
進
化
さ
せ
、
あ
ら
た
め
て

「Safety
for
E
veryone

」
を
グ
ロ
ー
バ
ル

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
定
め
た
。
そ
の
考

え
を
具
現
化
す
る
た
め
の
３
つ
の
柱
は
「
ヒ

ト
（
安
全
教
育
）」「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
安
全

技
術
）」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
安
全
情

報
）」
で
あ
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
の
新
た
な
取

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

●編集室：本田技研工業株式会社 安全運転普及本部内
〒１０７-８５５６東京都港区南青山２－１－１
TEL 03（5412）1736
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/

●編集人：吉田宏樹
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Hondaはすべての人の
交通安全を願い活動しています。

ホンダ　SJ 検索SJホームページは
Since 1971

Hondaの交通安全情報紙

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
TEL 03（5439）1191   E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

安
全
の
知
識
や

運
転
技
術
を
た
く
さ
ん

の
ヒ
ト
に
伝
え
る

特集●：Hondaの安全に対する考え方と新たな取組み

「事故ゼロ」のモビリティ社会の
実現をめざして

Hondaは商品やサービスを通し、「自由な移動の喜び」と「豊かで持
続可能な社会」の実現をめざし、低炭素社会、安全・安心な社会の実
現に向け取組みを進めている。そして、「2018年を目途に交通事故死
者数を2500人以下、世界一安全な道路交通の実現をめざす」とする
政府目標の達成に向けて、安全の取組みをさらに進化させようとし
ている。今回は、Hondaの安全の取組みへの考え方と、その考え方
のもとで新たに生み出された教育プログラムや技術などを紹介する。

●自操安全運転プログラム
安全運転に必要な認知・判断・操作の基本行動を、実車走行による体験を重ねることで、
運転操作・感覚を把握することができるプログラム。使用する車両にはCCDカメラが取
り付けられており、自分自身の運転を映像で振り返ることができるため、注意ポイント
の『気づき』につなげることができる。
（受講対象者：医師の判断／運転免許センターの適性検査により運転可と判断された方）
＜主な内容＞
・走行準備　・車両などの感覚　・ハンドル操作　・バック走行・ブレーキなどの感覚
・低μ路危険体験（滑りやすい路面でのブレーキング体験）

●移送安全運転プログラム
介助・介護などの配慮を必要とする送迎サービスが増加する中、サー
ビスを提供する方々が、送迎中の安全運転ノウハウや知識を身につけ
ることができるサポートプログラム。事故を防止するための運転アド
バイスのみでなく、送迎を利用される方の立場になって体験すること
により、利用者へ注意を促す配慮を行うことの大切さを知っていただ
き、安心して乗車していただけるような教育を実施している。
＜主な内容＞
・走行準備　・ブレーキ操作　・ハンドル操作　・バック走行

●Hondaセーフティナビ用「手動運転補助装置」
市販のステアリング（Hondaセーフティナビで使用しているステアリ
ング）などと組み合わせることで、簡易型シミュレーターとして手軽
に使用できるHondaセーフティナビに装着する装置。実車とほぼ同じ
取り付け位置に配置することで実際の運転操作に近い環境でのアクセ
ル・ブレーキ操作が可能である。
＜全国メーカー希望小売価格＞
5万8800円（消費税抜き5万6000円）
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踏
み
間
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
必
要
以
上
に
ア
ク
セ

ル
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
ん
だ
と
シ
ス
テ
ム
が
判
断
し

た
場
合
、
ブ
ザ
ー
と
と
も
に
メ
ー
タ
ー
内
の
イ
ン

ジ
ケ
ー
タ
ー
表
示
が
点
滅
し
、
警
告
を
促
す
と
同

時
に
、
エ
ン
ジ
ン
出
力
を
制
御
し
て
、
発
進
を
抑

制
す
る
誤
発
進
抑
制
機
能
も
備
え
て
い
る
。

今
、
発
売
し
て
い
る
「
追
突
軽
減
ブ
レ
ー
キ
」

は
２
０
０
３
年
に
ホ
ン
ダ
が
C
M
B
S（C

ollision

M
itigation

Brake
System

）
と
し
て
世
界
で
初

め
て
開
発
し
た
技
術
で
あ
る
が
、
こ
の
C
M
B
S

の
機
能
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
レ
ー
ダ
ー
の
検
知

性
能
の
向
上
に
よ
り
、
追
突
だ
け
で
な
く
対
向
車

も
検
知
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
正
面
衝
突
に

よ
る
被
害
軽
減
に
も
有
効
と
な
る
。

事
故
回
避
と
と
も
に
、
予
防
安
全
領
域
に
お
い

て
重
要
な
の
が
危
険
予
測
で
あ
る
。
こ
の
危
険
予

測
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
み
が
「SA

F
E
T
Y

M
A
P

」。
こ
れ
は
地
域
住
民
の
方
々
を
は
じ
め
、

小
・
中
学
校
や
企
業
な
ど
の
団
体
が
地
域
の
安
全

活
動
に
活
用
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ソ
ー
シ

ャ
ル
マ
ッ
プ
で
、
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
や
事
故

多
発
エ
リ
ア
、
ゾ※

２

ー
ン
30
な
ど
の
情
報
に
加
え
、

「
見
通
し
が
悪
い
」「
飛
び
出
し
が
多
い
」
な
ど
一

般
投
稿
さ
れ
た
危
険
ス
ポ
ッ
ト
情
報
を
地
図
上
に

掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
輪
車
や
四
輪
車
だ
け

安
全
技
術
に
お
い
て
、
ホ
ン
ダ
は
エ
ア
バ
ッ

グ
な
ど
衝
突
安
全
領
域
に
加
え
、
予
防
安
全
領
域

へ
の
取
組
み
を
さ
ら
に
強
化
さ
せ
て
い
く
。
そ
の

１
つ
が
、「『
ぶ
つ
か
ら
な
い
ク
ル
マ
』
を
よ
り
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発
さ

れ
た
事
故
回
避
支
援
シ
ス
テ
ム
「C

ity-B
rake

A
ctive

System
」。
こ
れ
は
、
低
速
で
の
追
突
事

故
に
対
し
、
ブ
レ
ー
キ
制
御
に
よ
り
事
故
被
害
軽

減
ま
た
は
事
故
回
避
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
ド
ウ
上
部
に
設
置
し
た
レ

ー
ザ
ー
レ
ー
ダ
ー
が
前
方
車
両
を
認※

１

識
し
、
約
30

㎞
／
h
以
下
で
走
行
中
に
追
突
の
危
険
性
が
高
い

と
判
断
し
た
と
き
、
ブ
ザ
ー
と
と
も
に
メ
ー
タ
ー

内
の
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
表
示
が
点
滅
し
て
警
告

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
減
速
し
な
か
っ
た
場
合
に
は

自
動
的
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
追
突
を
回
避
も

し
く
は
追
突
時
の
衝
撃
を
軽
減
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
ま
た
、
停
止
中
や
約
10
㎞
／
h
以
下
で
の

走
行
時
に
、
前
方
約
４
m
以
内
に
障
害
物
が
あ
る

状
況
で
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の

で
な
く
、
自
転
車
や
歩
行
者
の
立
場
か
ら
も
危
険

エ
リ
ア
を
確
認
し
、
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

今
回
、
埼
玉
県
警
察
本
部
か
ら
提
供
さ
れ
た

交
通
事
故
情
報
や
ゾ
ー
ン
30
情
報
に
加
え
、
ホ
ン

ダ
独
自
の
イ※

３

ン
タ
ー
ナ
ビ
装
着
車
か
ら
収
集
し
た

急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
や
一
般
投
稿
情
報
を
分
か

り
や
す
く
地
図
上
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幅

広
く
交
通
安
全
推
進
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
３
月
29
日
よ
り
、
ま
ず
埼※

４

玉
県
内
の
マ

ッ
プ
を
公
開
し
、
今
後
は
他
地
域
へ
の
展
開
も
検

討
し
て
い
く
と
い
う
。

さ
ら
に
危
険
予
測
を
支
援
す
る
も
う
一
つ
の

取
組
み
が
、
安
全
運
転
の
実
践
と
習
得
に
役
立
つ

「
安
全
運
転
コ
ー
チ
ン
グ
」
機
能
が
、
今
年
予
定

し
て
い
る
新
型
「
フ
ィ
ッ
ト
」
の
発
売
に
合
わ
せ

て
提※

５

供
さ
れ
る
。こ
の
安
全
運
転
コ
ー
チ
ン
グ
は
、

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
デ
ー
タ
（
日
本
中
の
イ
ン

タ
ー
ナ
ビ
装
着
車
の
走
行
デ
ー
タ
）
を
活
用
し
て

検
出
さ
れ
た
急
減
速
が
多
発
し
て
い
る
信
号
機
の

な
い
交
差
点
に
接
近
す
る
と
、
そ
の
旨
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
事
前
に
知
ら
せ
、
安
全
確
認
を
促
す
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防
止
を
め
ざ
す
。
ま
た
、

交
差
点
を
通
過
し
た
際
の
運
転
診
断
結
果
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
い
つ
で
も
詳
し
く
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
に
よ
り
、
安
全
運
転

の
習
得
を
支
援
し
て
く
れ
る
。

こ
の
他
、
万
一
の
事
故
に
お
け
る
迅
速
で
的

確
な
救
急
救
命
に
役
立
つ
緊※

６

急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
、
今
年
夏
に
発
売
す
る
新
型
「
ア
コ
ー
ド
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
」用
イ
ン
タ
ー
ナ
ビ
か
ら
搭
載
す
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
事
故
の
衝
撃
で
エ
ア
バ
ッ
グ
が

作
動
し
た
際
に
、
救
急
救
命
に
役
立
つ
情
報
を

H

※
７ELPN

E
T

に
通
報
し
、
専
門
の
オ
ペ
レ
ー
タ
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安
全
に
関
わ
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発

安
全
情
報
を
伝
え
合
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

※1 走行状況、天候などにより、レーダーが正しく認識しない場合がある。

※2 歩行者や自転車が優先される生活道路の安全対策として、区域内の道路を最高速度
30km/hに制限した上で、ゾーンの入り口やゾーン内に標識および路面標示を整備して
事故の防止に役立てるためのもの。

※3 インターナビ＝Hondaが開発した双方向通信型カーナビ。

※4 以下のホームページでご覧いただけます。http://safetymap.jp

※5 車載用Honda純正ナビ（Honda インターナビおよびインターナビ対応モデル）とスマー
トフォン用アプリの両方で使用することができる。

※6 利用するにはインターナビ・リンクプレミアムクラブ会員登録が必要。

※7 （株）日本緊急通報サービスが運営する、発信された事故や急病などの情報をもとにオペ
レーションセンターが最寄りの警察・消防・海上保安庁などの関連機関に通報するサー
ビス。

特集●：Hondaの安全に対する考え方と新たな取組み

「City-Brake Active System」のイメージ

パソコン用「SAFETY
MAP」（イメージ）

スマートフォン用「SAFETY MAP」（イメージ）

「安全運転コーチング」の画面イメージ

3月29日にはHonda青山ビル（東京都港区）
で報道関係者を対象に「Honda安全への
取組み説明会」を開催。「ヒト」「テクノロ
ジー」「コミュニケーション」の3つの柱
の新たな取組みを各担当者が参加者に説明
した

説明会の冒頭では、峯川
尚・本田技研工業（株）
専務執行役員安全運転普
及本部本部長がHondaの
安全に対する考え方につ
いて述べた

1

ー
が
迅
速
に
消
防
や
警
察
に
出
動
を
要
請
し
て
く

れ
る
。
ホ
ン
ダ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、
G

P
S
の
位
置
情
報
に
加
え
、
開
い
た
エ
ア
バ
ッ
グ

の
種
類
、
何
㎞
／
h
減
速
し
た
の
か
、
多
重
衝
突

で
あ
る
の
か
も
通
報
す
る
。
事
故
状
況
の
詳
細
の

伝
達
が
迅
速
か
つ
正
確
に
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
の
口
頭
説
明
と
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

的
確
な
救
急
救
命
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ホ
ン
ダ
は
安
全
の
取
組
み
に

お
い
て
「
ヒ
ト
」「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
３
つ
の
柱
を
そ
れ
ぞ
れ
進
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、
相
互
に
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

で
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、
共
存
安
全
に
よ
る

「
事
故
ゼ
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
る
。

○R



共
同
研
究
を
実
施
し
た
目
的
を
話
す
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
先
行
研
究
や
他
の

資
料
も
ふ
ま
え
、
次
の
よ
う
な
３
つ
の
仮

説
を
設
定
し
、
検
証
を
行
っ
た
（
協
力：

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
人
間
情
報

科
学
科
・
石
田
敏
郎
教
授
）。

仮
説
q
に
つ
い
て
は
、
一
般
道
路
を
想

定
し
た
交
通
環
境
の
も
と
、
ア
イ
カ
メ
ラ

を
使
い
、
昼
間
と
夜
間
に
お
け
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
視
点
移
動
の
差
を
調
査
し
た
。
そ

れ
を
分
析
し
た
結
果
、
ア
イ
カ
メ
ラ
の
注

視
範
囲
、
注
視
回
数
が
い
ず
れ
も
昼
間
の

方
が
広
く
、
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

し
て
、
夜
間
の
方
が
視
野
範
囲
は
狭
ま
り

（
グ
ラ
フ
１
）、
夜
間
は
歩
行
者
の
発
見

（
＝
注
視
点
が
歩
行
者
に
い
く
時
点
）
が
昼

間
の
約
３
分
の
１
強
の
距
離
に
短
縮
さ
れ

る
（
グ
ラ
フ
２
）
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

（
天
候
・
路
面
良
好
、
速
度
40
㎞
／
h
程

度
の
場
合
）。
ま
た
近
年
、
埼
玉
県
で
多
発

し
て
い
る
路
上
寝
込
み
事
故
を
想
定
し
た

実
験
も
行
っ
た
。
被
験
者
が
走
行
す
る
コ

と
、
歩
行
者
を
発
見
し
て
か
ら
対
応

す
る
ま
で
の
時
間
を
か
せ
ぐ
た
め
に

速
度
を
落
と
す
こ
と
、
歩
行
者
に
は

ク
ル
マ
の
ラ
イ
ト
が
点
灯
し
歩
行
者

側
か
ら
ク
ル
マ
が
見
え
て
い
て
も
ド

ラ
イ
バ
ー
が
自
分
を
認
識
し
て
く
れ

る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
白
、
黄
色

と
い
っ
た
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射

材
の
着
用
、
明
る
い
場
所
で
の
道
路

横
断
を
指
導
・
啓
発
し
て
い
る
と
い

う
。
埼
玉
県
警
で
は
、
こ
の
D
V

D
を
各
種
講
習
な
ど
の
機
会
に
見
て

も
ら
う
ほ
か
、
関
係
団
体
に
も
配
付

し
、
交
通
安
全
教
育
の
現
場
で
活
用

し
て
も
ら
う
予
定
だ
。

さ
ら
な
る
対
策
案
が
、
今
年
３
月

に
ホ
ン
ダ
が
一
般
公
開
し
た

「S

※A
F
E
T
Y
M
A
P

」（
２
面
参
照
）

だ
。
こ
の
「SA

F
E
T
Y
M
A
P

」
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
ビ
か
ら
収
集
し
た

急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
デ
ー
タ
と
、

交
通
事
故
情
報
お
よ
び
地
域
住
民
な
ど
か

ら
投
稿
さ
れ
る
危
険
ス
ポ
ッ
ト
情
報
が
地

図
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
埼
玉

県
警
よ
り
交
通
事
故
情
報
や
ゾ
ー
ン
30
情

報
を
提
供
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
埼
玉
県
内

の
マ
ッ
プ
を
公
開
し
た
。
今
後
は
他
地
域

へ
の
展
開
も
検
討
し
て
い
く
予
定
だ
。

「
I
T
を
活
用
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

若
年
層
を
は
じ
め
幅
広
い
方
々
へ
情
報
発

信
す
る
の
に
有
効
な
手
段
と
な
る
は
ず
で

す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
警
察
だ
け
で
行

う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
面
が
あ
り
、
ホ

ン
ダ
や
レ
イ
ン
ボ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

の
協
力
は
大
き
い
。『
交
通
事
故
を
１
件
で

も
減
ら
し
た
い
』
と
い
う
思
い
を
共
有
で

き
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
現
で
き
、
成
果
を
出
せ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
」
と
、
官
民
に
よ
る
共
同
研
究
の

意
義
を
秋
山
課
長
補
佐
は
語
っ
た
。

平
成
24
年
の
埼
玉
県
の
交
通
事
故
死
者

数
は
２
０
０
人
で
、
こ
の
う
ち
高
齢
の
歩

行
者
は
49
人
と
全
体
の
約
25
％
を
占
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
昼
間
と
夜
間
の
死
者
数

を
比
較
す
る
と
夜
間
は
昼
間
の
1.7
倍
と
な

っ
て
い
る
。
埼
玉
県
警
交
通
部
交
通
企
画

課
の
秋
山
一
也
課
長
補
佐
は
「
今
回
は
、

こ
う
し
た
死
亡
事
故
の
原
因
を
ク
ル
マ
側

と
歩
行
者
側
の
両
面
か
ら
究
明
し
、
事
故

削
減
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」
と
、

ビ
ー
ム
で
走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の

発
見
が
早
く
な
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

「
今
回
の
実
験
や
事
故
分
析
な
ど
か
ら
、

夜
間
の
道
路
横
断
中
の
事
故
は
、
歩
行
者

の
無
理
な
横
断
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
行
者
が
見
え
て

い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
要
因
を
ド

ラ
イ
バ
ー
と
歩
行
者
そ
れ
ぞ
れ
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
対
策
案
の
１
つ
と
し

て
啓
発
の
た
め
の
教
材
（
D
V
D
）『
危

険
を
識し

る
〜
夜
間
高
齢
歩
行
者
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
』
を
制
作
し
ま
し
た
」
と
秋
山

課
長
補
佐
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
視
野
を
広

げ
る
た
め
に
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ

ー
ス
に
路
上
寝
込
み
者
に
見
立
て
た
マ
ッ

ト
（
寝
込
み
マ
ッ
ト
）
を
配
置
。
寝
込
み
マ

ッ
ト
に
関
し
て
は
、
夜
間
・
歩
行
者
の
発

見
よ
り
も
さ
ら
に
遅
れ
て
い
る
た
め
、
注

視
回
数
は
必
然
的
に
少
な
く
な
っ
て
い
た

（
発
見
後
の
注
視
時
間
は
長
い
）。
仮
説
w

に
つ
い
て
も
ア
イ
カ
メ
ラ
を
使
い
検
証
し

た
が
、
夜
間
の
方
が
「
信
号
」、「
対
向
車
」

へ
の
注
視
回
数
、
注
視
時
間
が
減
少
し
て

い
た
。
こ
の
結
果
、
仮
説
q
は
支
持
さ
れ

た
が
、
仮
説
w
は
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
。

仮
説
e
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

静
止
し
て
い
る
状
態
（
車
両
停
止
）
と
走

行
し
て
い
る
状
態
（
50
㎞
／
h
）
で
の
視

認
性
実
験
を
行
い
、
ロ
ー
ビ
ー
ム
で
は
右

方
向
の
歩
行
者
視
認
距
離
が
ハ
イ
ビ
ー
ム

よ
り
格
段
に
劣
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
走
行
中
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
左

側
に
光
る
も
の
（
反
射
材
）
に
目
を
奪
わ

れ
る
と
、
右
か
ら
横
断
す
る
歩
行
者
の
発

見
は
さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と
、
歩
行
者
の
反

射
材
は
低
い
位
置
に
着
用
す
る
ほ
ど
ロ
ー

3
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ク
ル
マ
側
と
歩
行
者
側
の

両
面
か
ら
原
因
を
究
明

ド
ラ
イ
バ
ー
と
歩
行
者

そ
れ
ぞ
れ
に
啓
発
が
必
要

事
故
発
生
の
危
険
性
が
あ
る

地
点
を
地
図
上
に
可
視
化

夜
間
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

視
野
範
囲
が
昼
間
よ
り
狭
ま
る

特集●埼玉県警察本部・レインボーモータースクール・Hondaによる共同研究

夜間の横断歩行者とクルマの事故を防ぐために

仮説qwを検証するための実験では、被験者が昼間と夜間に指定されたコースを走行。
コースの途中には歩行者が立っていたり、路上寝込み者に見立てたマットが配置されている

被験者はアイカメラを装着して運転

※一般道路ではない閉鎖されたコースで実施

埼玉県では、平成23年中に県内の歩行中の交通事故死者数が大幅に増加した。
これをうけ、埼玉県警察本部（以下、埼玉県警）では、歩行者死者の抑止対策に
向けた事故原因を究明するため、平成23年12月、本田技研工業（株）、（株）
レインボーモータースクールと「交通事故削減のための協力に関する覚書」を
交わした。そして「高齢歩行者横断事故削減プロジェクト」を立ち上げ、共同
で研究を行った。ここでは、今年1月に報告された研究結果を紹介する。

仮
説
q

夜
間
は
昼
間
に
比
べ
ド
ラ
イ
バ

ー
の
見
て
い
る
範
囲
は
狭
い
　

仮
説
w

夜
間
は
信
号
等
目
立
つ
も
の
に

視
点
が
多
く
移
動
す
る
　
　

仮
説
e

ロ
ー
ビ
ー
ム
だ
と
右
か
ら
の
横

断
者
が
発
見
し
に
く
い
　
　
　

仮説eを検証するための実験の1つ。50km/hで走行中
のクルマの前方左側に歩行者Aを立たせ、右側から歩行
者Bを横断させる。
（1）歩行者A（反射材着用）・歩行者B（反射材無し）、
（2）歩行者A（反射材無し）・歩行者B（反射材着用）、

のどちらが横断歩行者を発見しやすいか比較。
（1）の場合には左の反射材に目を奪われ、右側の横断歩行
者に気づくのが遅れるため、（2）の方が発見しやすかった。
また反射材は足につけた方が、より早く発見できた。

歩行者A（静止）

ヘッドライトロービーム
50Km／h

歩行者B（横断）

▲

▲

▲

▲

▲

▲

3.5m

3.5m

2

仮説e検証：視認性実験

※以下のホームページでご覧いただけます。http://safetymap.jp

●グラフ2：発見距離比較 ●グラフ1：昼夜での注視範囲の比較

寝込み
マット

夜間
歩行者

昼間
歩行者

※発見タイミングは視点が歩行者に重なった時
※クルマの速度は40km/h

※夜間は注視範囲が極端に狭くなり、色の濃い部分（見た回数が多
い場所）が中心に偏っている

発見時のクルマと歩行者の距離（m）

注視範囲（昼） 注視範囲（夜）

39.6m

57.9m

146.4m

0 50 100 150

1、2回 3、4回 6～10回

11～20回 21～30回

31～40回 41回以上



を
再
生
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
し
た
場
面
や
、

事
故
に
遭
っ
た
場
面
で
は
、
ど
の
よ
う

な
危
険
予
測
が
必
要
だ
っ
た
か
を
高
齢

者
に
考
え
て
も
ら
っ
た
上
で
、
黒
澤
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
た
。

農
作
業
に
出
か
け
る
時
に
バ
イ
ク
を

利
用
す
る
と
い
う
81
歳
の
男
性
は
「
Ｒ

Ｔ
を
体
験
し
て
み
て
、
自
分
の
感
覚
や

動
き
が
若
い
頃
と
違
う
こ
と
を
実
感
で

き
ま
し
た
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
意
識

し
て
、
運
転
し
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
、

参
加
し
た
感
想
を
語
っ
た
。

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
細
谷
会

長
は
「
当
協
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
Ｒ

Ｔ
を
導
入
し
、
愛
媛
県
二
輪
車
指
導
員

が
高
齢
者
や
高
校
生
に
安
全
運
転
教
育

を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

い
う
。

平
成
25
年
は
『
ア
ン
ダ
ー
30
』
と
い
う

こ
と
で
、
県
内
の
高
齢
者
の
交
通
事
故

死
者
数
を
30
人
未
満
に
抑
え
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
国
に

お
け
る
二
輪
車
販
売
台
数
を
県
別
に
み

る
と
、
愛
媛
県
が
約
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
当
協
会
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
と
し
て
も
、
二
輪
車
を
利
用
し
て
い

る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
事
故
防
止
の
た

め
に
指
導
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

し
た
」。

講
習
会
は
、
交
通
教
育

セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
熊

本
の
黒
澤
明
良
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
「
ホ
ン
ダ
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー

（
以
下
、
Ｒ
Ｔ
）」
を
使
っ

て
指
導
。
Ｒ
Ｔ
は
、
ラ
イ

ダ
ー
の
危
険
予
測
能

力
の
向
上
を
目
的
に

ホ
ン
ダ
が
開
発
し
た

も
の
で
あ
る
。

代
表
者
数
名
に
Ｒ

Ｔ
を
体
験
し
て
も
ら

い
、
そ
の
運
転
状
況

を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
す
。
一
人

の
体
験
が
終
わ
る

と
、
振
り
返
り
と
し

て
、
そ
の
運
転
過
程
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３
月
10
日
、
愛
媛
県
東
温
市
の
上
林

公
民
館
で
二
輪
車
安
全
普
及
協
会
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
が
主
催
す
る
「
安
全
運
転
講

習
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
講
習
会
は

日
頃
、
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
65
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
の

日
は
34
名
が
受
講
し
た
。

開
催
の
目
的
に
つ
い
て
、
二
輪
車
安

全
普
及
協
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
細
谷
昌

裕
会
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
愛
媛
県
で
は
昨
年
、
39
人
の
高
齢

者
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

4

現
場
訪
問

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
活
用
し
た

高
齢
ラ
イ
ダ
ー
へ
の
安
全
運
転
教
育

３
月
２
日
、
早
稲
田
大
学
所
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

（
埼
玉
県
所
沢
市
）
に
て
「
新
入
学
期
交
通
安

全
学
び
の
会
〜
A
S
I
M
O
と
学
ぼ
う
交
通
安

全
」
が
開
催
さ
れ
、
所
沢
市
内
の
親
子
な
ど
約

４
０
０
名
が
参
加
し
た
。

講
習
が
始
ま
る
前
に
、
所
沢
警
察
署
の
後
藤

秀
明
署
長
が
ホ
ン
ダ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ

ト
A
S
I
M
O
に
一
日
警
察
署
長
委
嘱
状
を
贈

呈
。
続
い
て
、
A
S
I
M
O
が
交
通
安
全
宣
言

を
読
み
上
げ
、
道
路
の
安
全
な
横
断
方
法
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
交
通
安
全
指
導
を
行
っ
た
。

後
藤
署
長
は
「
私
が
子
ど
も
の
頃
、
ロ
ボ
ッ

ト
と
い
う
の
は
夢
の
ま
た
夢
で
し
た
。
し
か
し

今
、
A
S
I
M
O
と
い
う
ロ
ボ
ッ
ト
が
現
実
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通
事
故
を
ゼ

ロ
に
す
る
と
い
う
夢
を
い
つ
か
実
現
さ
せ
た
い

と
い
う
思
い
を
込
め
、
A
S
I
M
O
に
一
日
警

察
署
長
を
お
願
い
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
A

S
I
M
O
が
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
参
加

者
の
関
心
も
高
く
、
多
く
の
方
々
に
交
通
安
全

に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

３
月
22
〜
24
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

（
東
京
都
江
東
区
）
で
「
第
40
回
東
京
モ

ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ー
」（
主
催：

東

京
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ー
協
会
）
が

開
催
さ
れ
た
。
同
シ
ョ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
の

１
つ
と
し
て
23
日
と
24
日
の
両
日
、
一
般

社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会
が
ラ
イ

ダ
ー
向
け
の
安
全
運
転
訴
求
を
目
的
と
し

た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
。
内
容
は
、

元
二
輪
G
P
ワ

ー
ク
ス
ラ
イ
ダ

ー
で
現
在
は
モ

Hondaのホームページの人気コ

ンテンツ「道路のキケン、発見！」
※2がDVDとなって発売された。

運転中や歩行中の交通事故を防止

するためには、交通場面で出会う

様々な危険を予測し、適切に対応

できる能力「交通センス＝危険予

測能力」を身につけることが大切

である。このDVDは四輪車、二

輪車、自転車、歩行者の各カテゴ

リーごとに動画で再現された交通

場面のケーススタディ計25場面

が収められており、免許を持たな

い学生や高齢者の方でも事故防止

のポイントが学べる内容になって

いる。

●
愛
媛
県
東
温
市
上
林
地
区
高
齢
者
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会

ASIMOが「道路を横断する前に止まって、右・
左・右を観る。クルマや自転車が来ていないこと
を確認してから右手を大きく上げて渡る」という
模範を示し、子どもたちがそれにならって一緒に
渡る

価格：3780円（税込）
企画・制作：本田技研工業（株）

安全運転普及本部

（株）JAF MATE社

※2 以下のホームページでご覧いただけます。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/training/

※1 二輪車が第１当事者となった事故（重傷以上）。第1当事者とは交通事故の当事者のうち過失が最も重い者、
又は過失が同程度の場合は被害が最も軽い者。

開会の挨拶を述べる所沢警察署の後藤秀明署長

後藤署長からASIMOに一日警察署長委嘱状が贈呈された

高速道路の安全な走り方について解説する宮城光さん

●埼玉県警・所沢警察署・新入学期交通安全学びの会

ASIMOと学ぼう交通安全

●危険予測トレーニング（KYT）DVD教材

動画で再現した交通場面から
事故防止のポイントが学べる ●

一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会

宮
城
光
氏
と
一
緒
に
考
え
る

高
速
道
路
の
安
全
な
走
り
方

代表者がRTを体験している状況が大型スクリー
ンに映し出される

危険だった場面を様々な視点から再生し、どのような危険予測
が必要だったかを参加者に考えてもらう

高齢者への安全運転講習会が終了した後、黒澤インス
トラクターは四国ブロックを代表する愛媛県二輪車指
導員10名にＲＴを使った安全運転の指導方法を説明。
今後、この10名がRTを使って愛媛県内の高齢者や高
校生に安全運転指導を行う予定である
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23

ー
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
宮
城
光
さ
ん
を
迎
え
、「
高
速
道

路
の
安
全
な
走
り
方
」
に
つ
い
て
来
場
者

と
考
え
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

高
速
道
路
で
の
二※

１

輪
車
事
故
の
約
７
割

は
転
倒
な
ど
車
両
単
独
に
よ
る
事
故
で
あ

る
（
平
成
19
〜
23
年
・
公
益
財
団
法
人

交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
調
べ
）
こ

と
か
ら
、
宮
城
さ
ん
は
「
高
速
道
路
で
は

何
も
考
え
ず
、
た
だ
ア
ク
セ
ル
を
開
け
て

走
っ
て
い
る
状
態
が
危
険
で
す
。
突
然
、

前
車
が
減
速
し
た
り
、
自
分
の
前
に
ク
ル

マ
が
割
り
込
ん
で
き
た
り
し
て
も
、
適
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
」と
来
場
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
。

死
亡
重
傷
者
（
第
１
当
事
者
）
を
年
齢
層

別
に
み
る
と
、
最
も
多
い
年
齢
層
は
40
代

（
34
・
５
％
）
で
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
（
平

成
23
年
・
警
察
庁
調
べ
）
な
ど
も
紹
介
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
万
一
事
故
に
遭
っ
て
し

ま
っ
た
時
、
自
分
が
動
け
る
場
合
は
続
発

事
故
防
止
措
置
を
と
り
つ
つ
、
バ
イ
ク
を

路
肩
な
ど
に
移
動
さ
せ
た
後
、
速
や
か
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
外
側
な
ど
安
全
な
場
所

に
退
避
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
来
場
者
に
高
速
道
路

で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
啓
発
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
配
布
さ
れ
た
。

●DVDに関するお問い合わせ先
本田技研工業（株）安全運転普及本部　TEL：03-5412-1736



２
月
８
日
に
は
、
静
岡
県
浜
松
市
内

の
ホ
テ
ル
で
「
東
海
・
北
陸
・
四
国
地

３
月
17
日
、
三
重
県
鈴
鹿
市
に
あ
る

（
株
）
ケ
ー
ヒ
ン
鈴
鹿
工
場
が
主
催
す

る
「
鈴
鹿
地
区
親
子
交
通
安
全
教
室
」

（
共
催：

七
日
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
親
子
交
通
安
全
教
室
は
、
親
子
で

交
通
事
故
の
怖
さ
を
体
験
し
、
安
全
意

識
を
高
め
、
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の

行
動
に
気
づ
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
鈴
鹿
地
区
で
は
４
回

目
の
開
催
と
な
り
、
こ
の
日
は
鈴
鹿
市

や
亀
山
市
な
ど
か
ら
親
子
１
８
８
名
が

参
加
し
た
。
参
加
者
は
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
体
験
し
た
（
写
真
参
照
）。

今
回
は
開
催
に
合
わ
せ
、
近
隣
に
あ

る
鈴
鹿
市
立
国
府
小
学
校
の
児
童
が
交

通
安
全
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
。
そ
の

中
か
ら
優
秀
作
品
が
会
場
内
に
展
示
さ

れ
た
。
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
国
府
小

学
校
の
杉
谷
直
俊
校
長
は
「
自
分
の
命

を
自
分
で
守
る
た
め
に
交
通
安
全
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
再

確
認
し
て
も
ら
お
う
と
、
ポ
ス
タ
ー
の

制
作
を
行
い
ま
し
た
」
と
、
そ
の
ね
ら

い
を
話
す
。「
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た

交
通
安
全
教
室
は
学
校
単
独
で
は
難
し

い
の
で
、
参
加

し
た
親
子
に
と

研
修
会
に
は
東
海
・
近
畿
・
中
国
・
四

国
の
６
県
で
活
動
し
て
い
る
交
通
安
全

教
育
指
導
員
等
38
名
が
参
加
。
相
互
に
、

幼
児
や
高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
指
導
を

実
演
し
（
写
真
参
照
）、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
今
回
が
２
回
目
の
参
加
と
な

る
愛
媛
県
新
居
浜
市
の
交
通
安
全
教
育

指
導
員
は
、
昨
年
の
研
修
会
で
他
の
地

区
が
紹
介
し
た
内
容
を
参
考
に
し
た
高
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三重県津市の交通教育プロバイ
ダは小学生に自転車用ヘルメッ
トの役割を説明する時の実験を
披露。生卵をヘルメットの中に
固定すれば、地面に衝突しても
割れないことを示し、ヘルメッ
ト着用とあごひもをきちんと締
めることの必要性を伝える

静岡県交通安全協会細江
地区支部の交通安全指導
員による実演

交通安全指導員の情
報交換会とともに、
さつき会のHondaパ
ートナーシップイン
ストラクターの研修
会も開催された

第4回目となる今回は188名の親子が参加

主催者を代表して開会式で挨拶を行う（株）ケーヒン
鈴鹿工場生産本部工場長の菅野秀明さん

鈴鹿市交通教育指導員は道路を横断する際
の安全確認の重要性などを説明

自転車の安全な乗り方教室では、子どもた
ちに「止まれ」の標識のある交差点での一
時停止や安全確認について指導

岡山西交通安全協会のシルバーセーフ
ティサポーターによる高齢者への自転
車の安全な乗り方の指導

「2012年東海・近畿・中国・四国地区交通安全普及活動報告会」には
地域の交通安全関連団体や警察の方々など98名が参加

TOPICS
★

ホ
ン
ダ
で
は
、
地
域
の
指
導
者
の
情

報
共
有
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
各

地
で
研
修
会
や
情
報
交
換
会
を
開
催
し

て
い
る
。
１
月
24
、
25
日
の
両
日
、
三

重
県
鈴
鹿
市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
東
海
・

近
畿
・
中
国
・
四
国
地
区
交
通
安
全
教

育
指
導
員
研
修
会
」（
主
催：

本
田
技

研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
鈴

鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
行
わ
れ
た
。
同

交通安全教育指導員の情報共有とレベルアップの場を提供1

2

齢
歩
行
者
向
け
の
寸
劇
を
発
表
。
研
修

会
に
初
め
て
参
加
し
た
高
知
県
の
指
導

員
は
「
私
た
ち
は
一
人
で
活
動
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
自
己
流
に
な
り
が
ち
で

す
。
今
回
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
触
れ

合
う
こ
と
で
、
そ
う
し
た
部
分
を
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
す
。

２
日
目
は
研
修
会
終
了
後
、
地
域
の

●
東
海
・
近
畿
・
中
国
・
四
国
地
区
交
通
安
全
教
育
指
導
員
研
修
会

●
東
海
・
北
陸
・
四
国
地
区
交
通
安
全
指
導
員
情
報
交
換
会

●
鈴
鹿
地
区
親
子
交
通
安
全
教
室

開
催
に
合
わ
せ
て
、
近
隣
の
小
学
生
が

交
通
安
全
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作

っ
て
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
は
ず
で
す
」。

閉
会
式
で
は
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
６
作

品
を
表
彰
。
代
表
で
国
府
小
学
校
５
年

生
の
東
方
つ
ぐ
み
さ
ん
に
記
念
品
が
授

与
さ
れ
た
。
東
方
さ
ん
は
「
テ
レ
ビ
で

飛
び
出
し
に
よ
る
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
、
道
路
へ
の
飛
び
出
し
の
防

止
を
訴
え
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
受
賞

で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
感
想

を
語
っ
て
く
れ
た
。

ホ
ン
ダ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
親
子
交
通
安
全
教

室
で
指
導
を
担
当
し
た
（
株
）
ケ
ー
ヒ

ン
鈴
鹿
工
場
生
産
本
部
製
造
課
技
術
係

係
長
の
前
田
望
さ
ん
は
「
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
や
表
彰
は
初
め
て
の
取
組
み
で

す
。
小
学
校
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と

で
、
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
今
回

の
成
果
を
述
べ
た
。

今
回
の
親
子
交
通
安
全
教
室
は
真
の

意
味
で
地
域
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
取

組
み
と
言
え
る
。

愛媛県新居浜市の交通安全教育指導
員による高齢歩行者向けの寸劇

交
通
安
全
関
連
団
体
や
警
察
の
方
々
、

ホ
ン
ダ
の
関
連
企
業
の
ホ
ン
ダ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
加

わ
り
、「
２
０
１
２
年
東
海
・
近
畿
・

中
国
・
四
国
地
区
交
通
安
全
普
及
活
動

報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
を
代

表
し
て
三
重
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

の
保
田
秀
樹
課
長
補
佐
が
「
交
通
事
故

を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

指
導
者
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
機
会
に
他
県
の
指
導
方
法
を

学
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
指
導

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
総
評
を
述
べ

た
。

区
交
通
安
全
指
導
員
情
報
交
換
会
」（
主

催：

本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
浜
松
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
開

催
さ
れ
た
。
同
交
換
会
に
は
東
海
・
北

陸
・
四
国
の
７
県
で
活
動
し
て
い
る
交

通
安
全
指
導
員
20
名
が
参
加
。
各
地
区

で
活
動
し
て
い
る
交
通
安
全
教
室
の
実

演
や
活
動
内
容
を
報
告
し
合
う
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

交
換
会
終
了
後
、
地
域
の
交
通
安
全

関
連
団
体
や
警
察
の
方
々
、
さ※

つ
き
会

の
ホ
ン
ダ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
加
わ
り
、「
平
成
24
年

度
東
海
・
北
陸
・
四
国
地
区
交
通
安
全

普
及
活
動
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

最
後
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
静
岡
県
警

察
本
部
交
通
企
画
課
の
武
村
和
典
課
長

が
「
各
企
業
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
後
も
交
通
安
全
訴
求
活
動
を
邁

進
し
て
い
き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

※
さ
つ
き
会
は
、
ホ
ン
ダ
の
関
連
企
業
か
ら
な
る
組
織

「平成24年度東海・
北陸・四国地区交通
安全普及活動報告会」
には地域の交通安全
関連団体や警察の
方々など94名が参加

受賞者代表の東方つ
ぐみさんへ、Honda
パートナーシップイ
ンストラクターの前
田望さんから記念品
が授与された

国府小学校の児童が制作した交通安全啓蒙ポスター26作品が
会場内に展示された

トラックの内輪差による巻き込み事故の再現

ダミー人形を使いシー
トベルト未着用時の急
停止した状況を再現。
全席でのシートベルト
着用の重要性を訴えた



来
賓
と
し
て
出
席
し
た
木
幡
繁
嗣
・
内
閣

府
政
策
統
括
官
交
通
安
全
企
画
参
事
官
補
佐

は
「
高
校
生
の
交
通
安
全
教
育
に
お
い
て
、

民
間
企
業
と
行
政
が
連
携
し
た
活
動
の
成
果

が
報
告
さ
れ
る
こ
と
は
、
交
通
事
故
抑
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
内
閣
府
に
と
っ
て
も
注
目

に
値
す
る
出
来
事
で
す
。
皆
様
に
は
全
国
に

先
駆
け
た
教
育
の
現
場
に
立
ち
会
っ
て
い
る

と
い
う
自
負
を
持
っ
て
、
さ
ら
に
取
り
組
み

に
邁
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
活
動
が
熊
本

県
か
ら
全
国
に
拡

散
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」
と
挨

拶
し
、
高
校
生
交

通
安
全
教
育
活
動

を
評
価
し
た
。

平
成
25
年
度
の

展
開
に
つ
い
て
、

池
田
ブ
ロ
ッ
ク
リ

ー
ダ
ー
は
「
校
内

で
生
徒
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
養
成

し
、
各
高
校
が
自
主
的
に
活
動
で
き
る
た
め

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
。
既
に
翔
陽
高
校
で
３
年
生
の
生
徒

が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
２
年
生
へ

の
指
導
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
（
下
記
参
照
）

な
ど
、
熊
本
県
で
は
学
校
・
生
徒
が
主
体
と

な
っ
た
自
主
活
動
の
実
現
に
向
け
、
第
２
ス

テ
ッ
プ
に
入
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
活
動
は
兵
庫
県
や
大
阪
府

を
は
じ
め
全
国
23
府
県
１
１
９
校
に
拡
が
る

予
定
で
あ
る
。
次
号
か
ら
は
、
全
国
で
展
開

さ
れ
る
高
校
生
交
通
安
全
教
育
活
動
を
紹
介

し
て
い
く
。

STREAM
交通安全教育の潮流

校
で
53
回
開
催
。
の
べ
約
１
万
５
４
０
０
名

の
高
校
生
が
参
加
し
た
。「
事
故
の
加
害
者

に
な
る
と
、
多
額
の
賠
償
金
請
求
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
怖
い
と
思
っ
た
」「
実
技
を
通

じ
て
、
は
じ
め
て
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
た
」
と
い
う
生
徒
の
声
、「
従

来
の
講
習
会
と
は
違
い
、
生
徒
自
身
が
自
ら

考
え
体
験
す
る
こ
と
で
、
本
人
が
納
得
し
た

行
動
変
容
に
期
待
で
き
る
」「
生
徒
が
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
」

と
い
う
教
職
員
の
声
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
、
熊
本
県
立
翔
陽
高
等
学
校
（
熊

本
県
大
津
町
）
生
徒
指
導
部
交
通
安
全
担
当

の
馬
本
竜
司
教
諭
が
同
校
と
ホ
ン
ダ
に
よ
る

原
付
通
学
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室

（
全
５
回
）
に
つ
い
て
報
告
。

「
１
年
を
通
じ
て
、
原
付
通
学
者
の
安
全

運
転
意
識
の
向
上
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
事
故

件
数
が
減
っ
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
か
ら
の

苦
情
も
激
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
下
級
生
に
安
全
運
転

を
教
え
た
い
と
い
う
生
徒
が

５
名
も
お
り
、
生
徒
も
意
欲

的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
」
と
馬
本
教
諭
は
成
果
を

強
調
し
た
。

ホ
ン
ダ
は
平
成
24
年
度
、
行
政
機
関
や
教

育
機
関
と
連
携
し
、
ま
ず
熊
本
県
内
の
16
の

高
校
を
対
象
に
高
校
生
交
通
安
全
教
育
活
動

を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
目
的
は
「
交
通
社

会
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
高
校
生
に

対
し
、
交
通
安
全
を
学
ぶ
機
会
を
通
し
て
人

へ
の
痛
み
や
人
へ
の
思
い
や
り
を
感
じ
ら
れ

る
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
交
通
ル
ー
ル
や

社
会
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
交
通
事
故
削
減
に
寄
与
す
る
」
こ
と
で

あ
る
。

３
月
19
日
、
熊
本
県
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル

で
「
平
成
24
年
度
熊
本
県
高
校
生
交
通
安
全

教
育
活
動
報
告
会
」（
主
催：

本
田
技
研
工

業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ

ロ
ッ
ク
）
が
開
催
さ
れ
、
県
行
政
関
係
者
や

活
動
に
賛
同
し
た
高
校
の
教
職
員
が
参
加
。

熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
池
田
仁
ブ
ロ
ッ
ク
リ

ー
ダ
ー
が
１
年
間
の
活
動
を
説
明
し
た
。
平

成
24
年
度
は
座
学
に
よ
る
感
受
性
教
育
、
実

技
を
主
体
と
し
た
自
転
車
・
原
付
教
育
を
16
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熊本県での高校生交通安全教育活動　連載：最終回

高校と生徒が主体となった自主活動に向けて★

の
べ
約
１
万
５
４
０
０
名
の

高
校
生
に
安
全
教
育
を
実
施

活
動
に
よ
り
、
生
徒
の

意
識
や
行
動
が
変
化

報告会では参加した教職員による
ディスカッションも行われた

来賓として挨拶を述べる木幡繁嗣・内閣
府政策統括官交通安全企画参事官補佐

翔陽高校での平成24年度
の活動内容を報告する馬本
竜司教諭

熊本県立翔陽高等学校・原付通学生実技講習会
翔陽高校では平成24年度に原付通学者（2

年生）への実技講習会を5回開催。2月21日

には、1年間のまとめと位置づけた第5回目

が行われた。

その内容は「8の字応用コース」の体験。

校内に設定された図のような8の字コースを

原付で走行する。各々が単独で走るのではな

く、1台ずつ順々にコース内に入っていく。

コースは最大で8台まで走行可能になってい

るが、そのためには先にコース内を走行して

いる原付の動きをよく観て、自分の動き方を

考える必要がある。どうすれば8台でスムー

ズに8の字コースを走行できるのか、生徒同

士で考え、思いやりを持って、ゆずり合いを

実践してもらうことがねらいである。

1台ずつコースに進入し、8台での
走行をめざす。途中で誰かが地面
に足を付けたら最初からやり直し。
そのため、スムーズに走行できる
ように生徒同士で相談

コースの入り口は見通しが悪くなっているため、進入
時は十分な安全確認が必要となる

四輪車の死角について解説する生徒指導員

発進・停止では2年生の一人ひとりの運転を見ながら、
生徒指導員が正しいブレーキ操作をアドバイス

四輪車の間を右折す
る時は、死角を走っ
てくる二輪車や自転
車が来ていないか確
認することを伝える

養成講習では生徒たちでコース
設営などができるようにHonda
のインストラクターが指導

3月26日、29日には平成25年度の活動に

向け、生徒指導員の養成講習を実施。そして

4月4日、その生徒指導員5名（3年生）が新

規原付通学者（2年生）に対し、座学と実技

による指導を行った（写真参照）。生徒指導

員の一人、濱田智子さんは「私自身も実技講

習会に参加して、自分の運転技術を過信して

いることに気づきました。そうしたことや、

原付で通学している時に感じた危険を後輩に

伝えたいと思い、指導員になったというわけ

です。後輩にアドバイスする時は、自分の体

験を交えながらわかりやすく説明するように

心がけました」と感想を話してくれた。

翔陽高校では、先輩から後輩へ安全運転へ

の思いを継承するためのサイクルが出来上が

りつつある。

「平成24年度熊本県高校生
交通安全教育活動報告会」
には県行政関係者や活動に
賛同した高校の教職員36
名が参加

●8の字応用コース
コース入り口



平成24年の警察庁とJAFによる調査で
は、高速道路において後部座席同乗者の
シートベルト着用率は何％だったでしょ
う？

3Q
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危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる

【使用上の注意】

●営利目的での利用はおやめください。

●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋

しての利用はおやめください。

●その他、使用に関するご質問はお問い

合わせください。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736
E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

q少人数のグループをつくります。
w「交通場面のイラスト」を見せ
ながら、意見を出し合います。

eその後、「解答・解説※」を参
考にして、どんなことに気をつ
けて運転すれば良いか再び話し
合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラス
ト（カラー・A4版）」は下記SJホー
ムページでご覧いただけます。また
PDFファイルもダウンロード（無料）
できます。

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感受性を高めるための題材を
提供します。今回は四輪車のドライバーに、前車が急停止した時の危険について考えてもらうためのKYTです。

第●回32 道路を子どもが走っている時（四輪車）

○本田技研工業（株）C

○本田技研工業（株）C

7

平成24年の交通事故件数（66万5138
件）を事故類型別にみると、最も多い事
故類型は次のうちどれでしょう？

？SJクイズ
1Q

平成24年の交通事故死者数は4411人と
12年連続で減少しました。では、高速道
路における死者数の状況は次のうちどれ
でしょう？

2Q

※「解答」は8面下。「解説」は下記SJホームページでご覧いた　
だけます。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

①正面衝突　　　②追突　
③出会い頭衝突　④右折時衝突

①3年連続で減少した　
②2年連続で減少した　
③2年連続で増加した　
④3年連続で増加した

①約55％ ②約65％
③約75％ ④約85％

安全に通過するには、どの
ようなことを予測する必要
がありますか？

このコーナーでは、地域で活躍する交通安全教育に携わる指導者の方々を
紹介していきます。

活用方法

寒河江市は山形県のほぼ中央に位置し、

約4万2000人が暮らす都市である。同市市

民生活課に所属し、主に子どもや高齢者へ

の交通安全教育を担っているのが成原明美

さん、守ゆかりさんの二人だ。

同市が最も力を入れているのは、幼児

向けの交通安全教育。市内にある幼稚園・

保育所15施設では、1年間に各4回実施し

ている。1回目は、道路を渡る時のルール

である「ストップの約束」を伝えるため、

「ストップ→手を上げる→右、左、右を確

認して渡る」という動作を子どもたちに実

践してもらう。2回目は、信号機の色の意

味や雨の日の交通安全について寸劇や紙芝

居で説明する。3回目は、各幼稚園・保育

所周辺の道路を子どもたちに実際に歩いて

もらい、指導を行う。4回目は、雪道での

安全な歩き方や1年のまとめ。また、小学

校就学前の年長クラスではランドセルを背

負って歩く練習も行っている。

「楽しく学べる交通安全教室が目標です」

と成原さんは話す。寸劇や紙芝居に登場す

るキャラクターも、カエル（写真参照）や

ホンダ　SJ 検索

寒河江市・交通安全専門指導員の
皆さん
成原明美さん（左）、守ゆかりさん（右）

指導者ファイル●13

オリジナルのキャラクターによる
寸劇や紙芝居を使って指導

★カエルのキャラクターによる寸劇

★雨の日に目立つ色を伝える紙芝居

★自転車やクルマに乗る時に守って
ほしいことを指導

あなたは前車に続いて生活道路を走っています。
左側の路側帯の内側を二人の子どもが走っています。

Hondaの交通安全教育プログラム「あやとりぃ」を使って、ヘルメ

ットの着用の重要性や、並進はルール違反であることなど、自転車

の基本的な交通ルールも幼児期から指導している。また、クルマに

乗る時はチャイルドシートを使うように伝えている。

黄色の雨ガッパと傘を身につけて歩いて

いると、クルマのドライバーに見つけて

もらいやすいということを理解してもら

うために、守さんが紙芝居を自作。

キツネ、タヌキなどをモチーフにオリジナ

ルなものを考案している。「自分たちも楽

しみながら教材を制作しています。それが

子どもたちに楽しんでもらうための秘訣で

す」と守さん。また、そうした独自の指導

の中に、Hondaの交通安全教育プログラム

「あやとりぃ」も取り入れている。

「最近は、保護者の方の交通安全に関す

る意識が希薄になっているように感じま

二人が演じる「けろすけとけろ兄ちゃ

んの交通安全」。カエルのけろすけと

けろ兄ちゃんが池で魚釣りをしている

と、次々に交通標識が釣り上がる。そ

して、釣り上げた交通標識の意味を子

どもたちと確認していく。

交通標識を釣り上げるゲームは、幼児

向けの交通安全教室で子どもたちにも

体験してもらっているという。釣竿の

先には磁石、標識にはビール瓶などの

王冠を取り付けている。

す。そうした状況からも、幼稚園・保育所

での交通安全教室は子どもたちにとって、

ますます重要な機会になると思います」と、

二人は今後を見据える。

指導者の皆さんの活動を
動画でご紹介
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/
area/movie/



高
速
道
路
、
一
般
道
と
も
に
追
突
事

故
が
多
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
運
転
者
は

２
〜
３
台
前
の
ク
ル
マ
の
動
き
に
注
意

し
な
が
ら
予
測
し
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た

運
転
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
疲
れ

る
前
に
休
憩
を
と
る
な
ど
、
常
に
運
転

に
集
中
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
万
が
一
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
前
車
と
の
車
間
時

間
は
２
秒
以
上
を
意
識
し
て
走
行
す
る

必
要
が
あ
る
。

平
成
24
年
に
発
生
し
た
交
通
事
故
件
数
66
万

５
１
３
８
件
を
事
故
類
型
別
に
み
る
と
、
最
も

多
い
事
故
類
型
は
車
両
相
互
の
追
突
事
故
（
構

成
率
34
・
８
％
）
で
あ
る
。
高
速
道
路
に
限
っ

て
み
る
と
、
発
生
件
数
（
１
万
１
２
９
９
件
）

に
占
め
る
追
突
事
故
の
割
合
は
70
・
０
％
に
の

ぼ
る
。
道
路
交
通
法
で
は
車
間
距
離
の
保
持
に

つ
い
て
「
同
一
の
進
路
を
進
行
し
て
い
る
他
の

車
両
等
の
直
後
を
進
行
す
る
と
き
は
、
そ
の
前

車
が
急
停
止
し
て
も
こ
れ
に
追
突
す
る
の
を
避

け
る
こ
と
の
で
き
る
必
要
な
距
離
を
保
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
そ
こ

で
今
回
は
、
高
速
道
路
、
お
よ
び
一
般
道
を
走

行
す
る
車
両
の
車
間
時
間
を
観
察
し
た
。

観
察
場
所
は
東
名
高
速
道
路
・
下
り
線
、
厚

木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
。
当
日
は
渋
滞
が

発
生
し
、
観
察
場
所
は
渋
滞
解
消
か
ら
5
㎞
ほ

ど
離
れ
た
場
所
。
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
す
る
見

前車に追従していた車両は合計962
台。普段から混雑している都心の幹線
道路であるため、走行する車両に先を
急ぐ様子はあまり感じられなかった。
観察中、最も多い車間時間が「2～
2.5秒未満」と安全な車間を保つ車両
が多かった一方、強引な追い抜きを行
う二輪車や、前方不注意で前車に接近
しすぎたクルマも見受けられた。

通
し
の
良
い
３
車
線
道
路
だ
っ
た
。
一
般
道
は

東
京
都
世
田
谷
区
内
、
片
側
３
車
線
の
国
道
２

４
６
号
・
下
り
線
。
上
り
線
は
道
路
が
び
っ
し

り
ク
ル
マ
で
埋
ま
る
ほ
ど
大
渋
滞
が
発
生
し
て

い
た
が
、
下
り
線
は
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
走
行

で
き
る
状
況
だ
っ
た
。

ホ
ン
ダ
の
安
全
運
転
教
育
で
は
、
前
方
車
両

と
の
安
全
な
間
隔
を
と
る
際
、
走
行
速
度
に
関

わ
ら
ず
一
定
の
間
隔
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
車

間
時
間
を
推
奨
し
て
い
る
。
一
般
的
に
ド
ラ
イ

バ
ー
が
危
険
を
認
知
し
て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
踏

む
ま
で
の
時
間
は
１
秒
程
度
。
そ
の
間
も
ク
ル

マ
は
進
ん
で
お
り
、
停
止
す
る
た
め
に
必
要
な

制
動
距
離
を
含
め
る
と
、
車
間
時
間
は
２
秒
以

上
必
要
だ
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
運
転
者
が
通
常

の
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
が
前
提
。
疲
労
や
眠

気
が
少
し
で
も
あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に
プ
ラ
ス

し
た
車
間
時
間
を
と
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

高
速
道
路
の
観
察
場
所
は
10
㎞
ほ
ど
続
い
た

渋
滞
を
抜
け
た
地
点
で
、
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
遅
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
焦
っ
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
た
。
３
車
線
の
う
ち
、
走
行
台
数

が
多
か
っ
た
の
が
追
い
越
し
車
線
。
路
側
帯
側

の
走
行
車
線
は
最
も
走
行
台
数
が
少
な
く
、
主

に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
二
輪
車
が
通
行
し
て
い

た
。
追
い
越
し
車
線
を
走
行
す
る
ク
ル
マ
の
多

く
は
車
間
時
間
が
短
く
、
な
か
に
は
車
間
時
間

０
・
５
秒
以
内
の
ま
ま
走
行
を
続
け
る
車
両
も

あ
っ
た
。

一
方
、
一
般
道
の
観
察
で
は
全
体
的
に
落
ち

つ
い
た
走
行
が
な
さ
れ
、
ク
ル
マ
は
追
い
越
し

車
線
と
中
央
車
線
、
二
輪
車
は
歩
道

側
の
走
行
車
線
を
整
然
と
走
行
し
て

い
た
。
観
察
場
所
か
ら
80
m
ほ
ど
先

に
信
号
機
が
あ
り
、
ク
ル
マ
は
赤
信

号
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
見
計
ら
っ
て

減
速
す
る
た
め
、
車
間
時
間
が
短
く

な
っ
た
。
台
数
は
少
な
か
っ
た
が
、

青
信
号
に
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
、
一

部
の
車
両
は
急
加
速
を
し
て
い
た
。

高
速
道
路
は
見
通
し
が
よ
く
単
調

な
た
め
、
運
転
者
は
無
意
識
の
う
ち

に
前
車
へ
近
づ
き
、
車
間
時
間
が
短

く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
一
般

道
で
は
信
号
機
が
あ
り
、
発
進
と
停

止
を
繰
り
返
す
た
め
、
車
間
時
間
が

長
く
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
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混合交通を観察する
●series─254

高速道路と一般道を走行する車両の
車間時間を観察する

8

高速道路と一般道を走行している車両は
どのくらい車間時間をとっているか？

●観察場所／神奈川県厚木市愛甲　東名高速道路・下り線「厚木インター
チェンジ」付近、東京都世田谷区新町二丁目付近（国道246号）
●観察日／3月30日（土曜日） ●天候／くもり　●観察者／3名
●観察時間／9:30～10:30（高速道路）、13:30～14:30（一般道）

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１３年６月２０日発行予定となります。

高速道路を走行する車両は
どれくらい車間時間をとっ
ていたでしょうか？

Q1

★Ｑ2の回答
乗用車の20.7％、二輪車の
25.0％が「2～2.5秒未満」
で最多。

Why

高
速
道
路
の
交
通
事
故
の

お
よ
そ
７
割
が

追
突
事
故
！

Advice

前
方
車
両
と
の

車
間
時
間
は

２
秒
以
上
が
必
要
！

（SJクイズの解答：Q1②、Q2④、Q3②）

A2 実際の観察から

ギリギリまで近
づいてから追い
越す二輪車

前車と車間時間1秒以内で走行する様子

信号に引っかからないために、急加速して
前車に接近する軽自動車

★Ｑ１の回答

乗用車の25.5％、大型トラッ
クの27.3％が車間時間「1～
1.5秒未満」で最多。
二輪車では「0.5～1秒未満」
が最多。

A1 実際の観察から

前車に追従していた車両は合計3189
台。車間時間「1～1.5秒未満」で走行
するクルマの多くは追い越し車線を走
行していた。前車に接近しすぎるのは
非常に危険だ。大型トラックの背後に
完全に隠れてしまい、観察者が見逃し
そうになる場面もあった。
二輪車は車間時間1秒以内が最も多
かった。この日は3月最後の土曜日と
あってツーリングに出かけるライダー
が多く見かけられた。単独走行よりも
集団走行が多かったが、車間時間は一
様に短かった。

【
お
知
ら
せ
】

４
月
１
日
付
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
本
部
長
に
峯
川
尚
（
専
務
執
行
役
員
）、
安

全
運
転
普
及
本
部
事
務
局
長
に
吉
田
宏
樹
が
就
任
。

前
任
者
同
様
、
共
存
安
全
に
よ
る
「
事
故
ゼ
ロ
」

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
な
お
一
層

邁
進
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

一般道を走行する車両はどれ
くらい車間時間をとっていた
でしょうか？

Q2

●観察の対象
今回は観察現場で1時間ビデオ撮影を実
施。前車に追従して走行する車両を対象
とし、その車間時間を計測した。観察場
所での車両の平均速度は、高速道路が
90km/h～100km/h、一般道が40km/h前
後だった。

●車間時間の計測方法
観察するクルマの前車が目標物を通過し
た時（図１）から、観察するクルマが同
じ目標物に差し掛かるまで（図２）の時
間を車間時間として、ビデオ編集ソフト
を使って計測した。

図１：計測開始

図2：計測終了

観察対象車
目標物

目標物

観察対象車

●
高
速
道
路

●
一
般
道

0.8％
0

9.9％
8.4％

6.8％
32.1％

25.5％
27.3％
28.4％

20.3％
6.8％

8.6％
18.4％

6.8％
8.6％

10.1％
18.2％

3.7％
8.4％

18.2％
6.2％

4.2％
6.8％

1.2％
3.8％

9.1％
1.2％

0～0.5秒未満

0.5～1秒未満

1～1.5秒未満

1.5～2秒未満

2～2.5秒未満

2.5～3秒未満

3～3.5秒未満

3.5～4秒未満

4～4.5秒未満

1.4％
0
0

2.1％
0

15.0％
17.2％
16.7％

10.0％
15.2％

8.3％
10.0％

20.7％
16.7％

25.0％
17.9％

33.3％
10.0％

11.7％
16.7％

15.0％
8.3％
8.3％

10.0％
5.5％

0
5.0％

0～0.5秒未満

0.5～1秒未満

1～1.5秒未満

1.5～2秒未満

2～2.5秒未満

2.5～3秒未満

3～3.5秒未満

3.5～4秒未満

4～4.5秒未満

10 20 30(％)

10 20 30(％)

■■乗用車
2844台

■■大型車（トラック・バス）
264台

■■二輪車
81台

■■乗用車
870台

■■大型車（トラック・バス）
72台

■■二輪車
20台
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